
　
岡
山
県
倉
敷
市
の
東
部
に
位
置
す
る
私
立
倉
敷
高

校
は
、
女
子
校
か
ら
の
共
学
化
、
普
通
科
の
設
置
、

福
祉
や
情
報
処
理
な
ど
の
コ
ー
ス
増
設
な
ど
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。
そ

う
し
た
中
、
十
数
年
前
、
大
き
な
課
題
に
直
面
し
た
。

清
水
俊
和
先
生
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
本
校
は
、
多
様
な
学
力
層
の
生
徒
を
迎
え
入
れ
、

学
力
を
し
っ
か
り
育
ん
で
社
会
に
送
り
出
す
こ
と
で
、

地
域
の
信
頼
を
得
て
き
ま
し
た
。
そ
の
信
頼
に
応
え

よ
う
と
、
学
校
と
し
て
さ
ら
に
飛
躍
す
る
べ
く
、
７

年
前
、
難
関
大
学
へ
の
進
学
指
導
に
も
力
を
入
れ
始

め
た
の
で
す
。し
か
し
、他
の
進
学
校
と
の
違
い
を
う

ま
く
打
ち
出
せ
ず
、入
学
者
数
は
低
迷
し
ま
し
た
。以

前
は
本
校
を
受
験
し
て
い
た
層
も
離
れ
て
い
き
、
全

校
生
徒
数
は
５
０
０
人
程
度
ま
で
減
少
し
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
や
生
徒
指
導
の
徹

底
、
資
格
・
検
定
試
験
対
策
の
強
化
、
国
公
立
大
学

へ
の
進
学
指
導
な
ど
を
次
々
に
推
進
。
校
舎
の
建
て

替
え
な
ど
、
学
習
環
境
も
整
備
し
た
。
そ
れ
ら
の
改

革
が
実
り
、
数
年
間
で
全
校
生
徒
数
は
１
０
０
０
人

台
に
回
復
し
た
。

　
次
の
一
手
と
し
て
２
０
１
９
年
度
に
始
め
た
の
が
、

学
校
改
革「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」だ
。
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

事
業
部
長
の
井
上
茂
彦
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
ど
の
よ
う
な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
、
そ
の
た

め
に
学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
目
標
が
定

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
過
去
の
低
迷
の
一
因

で
も
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
が

目
指
す
姿
を
明
確
に
し
、『
倉
敷
ク
エ
ス
ト
』
を
推
進

し
て
い
き
ま
し
た
」

　「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」は
、18
年
度
に
赴
任
し
た
守
安

大ひ
ろ

樹き

専
務
理
事
が
打
ち
出
し
た
学
校
改
革
の
総
称

だ
。「
よ
い
教
師
は
、
生
徒
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

地
域
も
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
守
安
専
務

変
革
の

目
指
す
べ
き
生
徒
像
・
学
校
像
を
打
ち
出
し
、

地
域
の
信
頼
に
応
え
て
い
く

背
景

学校概要

◎設立	 1960（昭和35）年
◎形態	 全日制／普通科・商業科／共学
◎生徒数	 １学年約 350人
◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大
は、岡山大、徳島大、香川大、下関市立大、高知工
科大などに９人が合格。私立大は、中央大、京都産
業大、立命館大、龍谷大、関西大、近畿大、関西
学院大、甲南大、松山大などに延べ167人が合格。

No.277
指導変革の軌跡

岡
山
県
・
私
立
倉
敷
高
校

ス
ク
ー
ル・ミ
ッ
ション
に
基
づ
く
学
校
改
革

「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」に
よ
る
組
織
・
教
育
改
革
で
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
主
体
的
な
生
徒
の
育
成
を
目
指
す

事
業
部
制
を
導
入
し
、

教
師
自
身
が
学
科
・
コ
ー
ス
の
特
色
を
追
究

変
革
の
一
手
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理
事
の
信
念
の
下
、「
生
徒
が
学
ぶ
楽
し
さ
、
主
体

的
な
活
動
か
ら
得
る
自
己
肯
定
感
、
何
事
も
や
り
遂

げ
る
体
験
を
重
視
し
た
教
育
活
動
に
よ
り
、
生
徒
と

教
師
が
と
も
に
成
長
し
、
さ
ら
に
地
域
の
発
展
に
も

　
全
校
共
通
の
改
革
も
、
次
々
と
実
行
し
た
。

　
ま
ず
、
固
定
担
任
制
を
廃
止
し
、
事
業
部
内
の
教

師
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
輪
番
で
各
ク
ラ
ス
の
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
を
担
当
す
る
「
担
任
グ
ル
ー
プ
制
」
を
導
入
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
複
数
の
教
師
の
目
で
生
徒
を
見

取
れ
る
よ
う
に
し
た
。
二
者
面
談
・
三
者
面
談
な
ど

の
際
は
、
生
徒
が
、
自
身
の
成
長
の
た
め
に
は
、
ど

の
教
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
か
を
考
え
、
面

談
相
手
の
教
師
を
指
名
で
き
る
よ
う
に
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
合
っ
た
指
導
を
す
る
体
制
を
実
現
し
た
。

　
商
業
科
中
心
だ
っ
た
資
格
・
検
定
試
験
の
受
験
支

援
も
、
学
校
全
体
で
取
り
組
む
。
放
課
後
や
土
曜
日

に
、
全
校
生
徒
対
象
の
各
種
資
格
・
検
定
試
験
の
対

策
講
座
を
開
講
。
普
通
科
の
生
徒
も
、
学
校
推
薦
型

選
抜
や
総
合
型
選
抜
に
備
え
ら
れ
る
体
制
と
し
た
。

　
最
も
大
き
な
改
革
は
、
単
元
ご
と
に
学
習
内
容
の

到
達
度
を
確
認
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
・
モ
ジ
ュ
ー
ル
（
以

下
、Ｕ
＆
Ｍ
）
の
導
入
だ
。
普
通
科・商
業
科
と
も
に
、

年
５
回
行
っ
て
い
た
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
各
教
科・

科
目
が
設
定
す
る
Ｕ
＆
Ｍ
単
元
ご
と
に
モ
ジ
ュ
ー
ル

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
学
習
評
価
の
材
料
と
し
て
い
る
。

　
教
科
・
科
目
ご
と
に
年
間
授
業
計
画
を
作
成
し
、

各
学
期
で
学
ぶ
単
元
、
取
り
扱
う
内
容
、
習
得
目
標
、

評
価
規
準
、
例
題
な
ど
を
明
記
し
、
学
校
内
外
に
公

貢
献
す
る
」
こ
と
を
ス
ク
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲

げ
て
、
19
年
度
か
ら
改
革
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
改
革
の
基
盤
は
、
組
織
改
革
だ
。「
普
通
科
特
進

コ
ー
ス
」「
普
通
科
総
合
探
究
コ
ー
ス
」「
商
業
科
」

の
独
自
性
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
の
教
師
が
主
体
的
に

打
ち
出
せ
る
よ
う
、
独
立
し
た
事
業
部
に
位
置
づ
け

た（
図
１
）。
全
校
で
推
進
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
、
各
科
・
各
コ
ー
ス
の
教
育
内
容
や
テ

ス
ト
の
実
施
時
期
、
修
学
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
の

内
容
や
実
施
時
期
な
ど
を
、
事
業
部
ご
と
に
検
討
・

実
施
で
き
る
よ
う
、
各
事
業
部
に
決
定
権
を
持
た
せ

た
。
商
業
事
業
部
長
の
髙
山
五
月
先
生
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　「
学
校
行
事
な
ど
は
か
つ
て
、
生
徒
数
の
多
い
普
通

科
に
日
程
や
内
容
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
く
、
学
科

や
コ
ー
ス
の
独
自
性
を
発
揮
し
に
く
い
部
分
が
あ
り

ま
し
た
。
各
事
業
部
に
決
定
権
が
あ
る
こ
と
で
、
例

え
ば
、
資
格
・
検
定
試
験
の
日
を
考
慮
し
て
学
校
行

事
の
日
程
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
教
育
活
動
を
柔
軟
に
組
め
る
よ
う
に
な
り
、

学
科
・
コ
ー
ス
の
特
色
を
出
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
」

　
22
年
度
の
各
学
科
・
各
コ
ー
ス
の
年
間
計
画
は
、

事
業
部
ご
と
に
策
定
。
将
来
的
に
は
、
事
業
部
長
に

教
頭
並
み
の
権
限
を
持
た
せ
て
、
入
学
式
・
卒
業
式

以
外
の
学
校
行
事
は
事
業
部
ご
と
に
行
い
、
生
徒
募

集
や
予
算
編
成
な
ど
で
も
権
限
委
譲
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

◎事業部制の導入
学科・コース別に３つの事業部を設置し、
教育活動の決定権を持たせる。

◎担任グループ制の導入
クラス担任を固定せず、事業部に所属する教師が輪
番で、事業部内のクラスのホームルームを担当。生
徒は希望する教師と二者・三者面談ができる。

◎全学科で資格・検定試験の受験を支援
全学科の生徒を対象に、放課後や土曜日に資格・検
定試験の対策講座を実施。

◎定期考査を廃止し、モジュールテストを導入
定期考査を廃止し、各教科が設定した単元ごとにモ
ジュールテストを実施し、学習評価の材料にする。

◎県内の12大学・短期大学と連携
大学・短期大学と連携した探究学習を実施。単位互
換制度や、入学金が免除となる指定校制の学校推薦
型選抜の制度を設ける。

特進国大（Ｓ）コース

ビジネス探究コース

総合探究コース
•進学・グローバル系
•こども保育系
•アート・デザイン系
•医療・福祉系
•調理・パティシエ系
•ＩＴ・プログラミング系

普通科
特進事業部

商業事業部

普通科
総合事業部

特進アドバンス（Ａ）コース

ビジネス創造コース

進学チャレンジコース

全
学
科
で
定
期
考
査
を
廃
止
し
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
を
導
入

図１	「倉敷クエスト」での主な改革

※学校資料を基に編集部で作成。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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開
し
て
い
る
（
図
２
）。
普
通
科
特
進
事
業
部
長
の

古
市
展の

り

久ひ
さ

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
Ｕ
＆
Ｍ
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
到
達
度
を
こ

ま
め
に
確
認
す
る
の
で
、
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
発
見

し
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
習

熟
度
別
ク
ラ
ス
も
柔
軟
に
編
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
授
業
計
画
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
教
科
を
超
え

た
情
報
共
有
と
相
互
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
。
各
教

科
の
進
度
や
到
達
度
を
見
な
が
ら
、『
今
の
進
度
で
、

次
の
模
擬
試
験
に
間
に
合
う
の
か
』『
こ
の
科
目
の
到

達
度
を
上
げ
る
た
め
に
、
補
習
を
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
』な
ど
と
、教
科
を
超
え
て
踏
み
込
ん
だ

話
を
し
、
そ
れ
が
授
業
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
Ｕ
＆
Ｍ
で
は
、
直
前
の
単
元
で
学
習
し
た
内
容
が

テ
ス
ト
の
出
題
範
囲
と
な
る
の
で
、
生
徒
は
学
習
が

し
や
す
く
な
っ
た
。
中
学
校
時
代
は
、
定
期
考
査

に
向
け
て
ど
こ
か
ら
学
習
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら

な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
が
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
で

少
し
で
も
高
得
点
を
取
り
た
い
と
学
習
に
励
ん
だ
結

果
、
学
力
が
上
が
っ
た
。

　「
学
習
が
苦
手
だ
っ
た
生
徒
が
、
主
体
的
に
学
習

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
一
歩
で
す
。
テ

ス
ト
の
点
数
が
上
が
る
こ
と
で
、
や
れ
ば
で
き
る
と

い
う
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
り
、
学
び
続
け
る
意
欲

を
生
ん
で
い
ま
す
」（
髙
山
先
生
）

　
運
営
上
の
課
題
は
、
作
問
の
効
率
化
だ
。
教
科
に

よ
っ
て
は
、
年
間
の
テ
ス
ト
回
数
が
20
～
30
回
に
な
る

上
、
テ
ス
ト
は
授
業
中
に
行
う
た
め
、
複
数
の
ク
ラ
ス

を
受
け
持
つ
教
師
は
、
テ
ス
ト
が
生
徒
間
で
広
ま
る
こ

と
を
想
定
し
て
、
同
じ
単
元
の
テ
ス
ト
を
複
数
パ
タ
ー

ン
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。
作
問
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
事
業
部
制
の
利
点
を
生
か
し
、
科
や
コ
ー

高
大
接
続
担
当

清
水
俊
和　
し
み
ず
・
と
し
か
ず

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

理
科
。

普
通
科
総
合
事
業
部
長

浅
井
克
憲　
あ
さ
い
・
か
つ
の
り

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

普
通
科
特
進
事
業
部
長

古
市
展
久　
ふ
る
い
ち
・
の
り
ひ
さ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

英
語
科
。

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
部
長

井
上
茂
彦　
い
の
う
え
・
し
げ
ひ
こ

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

英
語
科
。

商
業
事
業
部
長

髙
山
五
月　
た
か
や
ま
・
さ
つ
き

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。

商
業
科
。

短
期
ス
パ
ン
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
が

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

図2	 2020 年度　商業科　１学年「数学Ⅰ」授業計画（抜粋）

学
期

単元
取扱内容 時

数
総
時
数

内容 習得目標

内容 題材 例題 Ⅰ（概ね評定３） Ⅱ（概ね評定４） Ⅲ（概ね評定５）

２
学
期

第
１
章
　
数
と
式
　
第
２
章
　
集
合
と
命
題

第
１
節
　
数
と
式
　
第
２
節
　
一
次
不
等
式

１　因数分解
•第１学期の復習
　（課題テスト）	
•たすきがけによる
　因数分解
•いろいろな因数
分解

３ ３

内容

•因数分解の基本
①中学校レベルの内容
②公式の理解
→意味の理解と基本的な計
算ができる

•基礎力の確認
①高校レベルの内容
②やや難しい因数分解
→意味の理解と計算ができる

•発展内容とその応用
→派生的な内容の理解、入試
レベル。

例題

（１）2xy-2yを因数分解しな
さい。（中学校レベル）
（２）因数分解の公式を書きな
さい。（P21-23の公式）

（１）置き換えの工夫の問題　
P24・練 22
（２）項の組み合わせの工夫　
P24	・練 23

（１）１つの文字に着目して解く
問題　P25・練 24、25
（２）センター試験　基本レベ
ル（別途問題準備）

問題	 •教科書の問題が解ける •教科書の問題が解ける •発展内容の問題が解ける

２　実数
・実数の種類

３ ６ 内容
•実数の意味の理解
①自然数と整数　②有理数

•実数と数直線の理解
①実数のすべての区分ができ

•発展内容とその応用・平方
根の計算

※学校資料を基に編集部で作成。
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ス
ご
と
に
テ
ス
ト
週
間
を
設
け
る
こ
と
を
検
討
中
だ
。

　
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト
に
対
す
る
教
師
の
意
識
の
差

も
課
題
だ
と
、
普
通
科
総
合
事
業
部
長
の
浅
井
克
憲

先
生
は
語
る
。

　「
Ｕ
＆
Ｍ
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
増
加
や
学
習
習

慣
の
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
的
の
１
つ
で
す
。

し
か
し
、
定
期
考
査
を
行
っ
て
い
た
時
の
よ
う
に
、

授
業
中
に
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
て
テ
ス
ト
対
策
を
す

る
教
師
も
い
ま
す
。
Ｕ
＆
Ｍ
と
モ
ジ
ュ
ー
ル
テ
ス
ト

の
目
的
を
い
ま
一
度
共
有
す
る
こ
と
で
、
意
識
の
差

を
解
消
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
高
大
接
続
３
＋
４
」（
高
校
３
年
間
＋
大
学
４
年

間
）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
大
学
と
の
学
び
の
連
続
性

を
担
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
て
い
る
。
既
に
、

県
内
の
12
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
し
、
単
位
互
換

制
度
や
、
入
学
金
が
免
除
と
な
る
指
定
校
制
の
学
校

推
薦
型
選
抜
の
制
度
を
設
け
た
。

　
普
通
科
の
総
合
探
究
コ
ー
ス
で
は
、
連
携
す
る
大

学
・
短
期
大
学
の
協
力
の
下
、
１・２
年
次
に
「
Ｉ
Ｑ

ゼ
ミ
」
を
実
施
し
て
い
る
。
１
年
次
は
、
連
携
先
の

大
学
・
短
期
大
学
の
大
学
説
明
会
な
ど
に
参
加
し
て
、

進
路
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
各
大
学
・
短
期
大

学
で
学
べ
る
こ
と
や
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
知
る

こ
と
で
、
自
分
の
進
路
を
広
い
視
野
か
ら
考
え
、
２

年
生
に
進
級
す
る
前
に
、
希
望
進
路
に
適
し
た
系
列

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
２
年
次
は
、
各
系
列
の
中
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
生
徒
自
身
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
探
究
学

習
を
行
う
。
そ
の
過
程
で
、
連
携
先
の
大
学
・
短
期

大
学
の
教
員
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
し

た
。
生
徒
か
ら
「
Ａ
大
学
の
Ｂ
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
い
」
と
い
っ
た
要
望
を
受
け
て
、
連
携
先

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　
３
年
次
に
は
、
生
徒
の
希
望
進
路
に
よ
り
直
結
す

る
活
動
を
行
う
。
例
え
ば
、
ア
ー
ト
・
デ
ザ
イ
ン
系

で
は
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
か
ら
、
同
校
で
行
う
卒

業
作
品
の
制
作
・
展
示
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
り
、
こ
ど
も
保
育
系
で
は
、
生
徒
が
中
国
学
園

大
学
附
属
の
認
定
こ
ど
も
園
を
訪
問
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
劇
を
披
露
し
た
り
し
た
。
各
大
学
が
実
施
す
る
高

校
生
対
象
の
講
座
の
受
講
を
推
奨
す
る
ほ
か
、
進
学

が
決
ま
っ
た
大
学
の
科
目
を
受
講
し
て
単
位
の
先
取

り
を
行
う
生
徒
も
い
る
。

　「
将
来
の
夢
や
志
望
が
明
確
に
な
れ
ば
、
生
徒
は

お
の
ず
と
学
び
に
向
か
い
ま
す
。
生
徒
の
心
に
火
を

つ
け
る
の
が
、
教
師
の
仕
事
の
１
つ
で
す
。
高
校
３

年
間
で
で
き
る
だ
け
、
生
徒
が
学
校
外
の
人
と
触
れ

合
い
、
活
動
し
て
、
刺
激
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
大
学
や
社
会
で
経
験
を
積
む
う
ち
に
、
花

開
く
も
の
が
あ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
浅
井
先
生
）

　「
倉
敷
ク
エ
ス
ト
」
が
始
動
し
て
約
３
年
。
生
徒
は

主
体
的
に
進
路
を
考
え
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
国
公
立
大
学
の
個
別
学
力
検
査
の
対
策
を
し
て
ほ

し
い
」と
、特
進
コ
ー
ス
の
生
徒
か
ら
声
が
上
が
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
放
課
後
補
習
で
対
策
講
座
を

実
施
。生
徒
は
、友
人
と
協
力
し
な
が
ら
難
問
に
取
り

組
ん
だ
。
商
業
科
で
は
、
資
格
・
検
定
試
験
を
積
極

的
に
受
験
し
、
取
得
し
た
資
格
を
生
か
し
て
国
公
立

大
学
に
合
格
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

　
授
業
計
画
を
公
表
し
て
教
育
の
透
明
性
を
高
め
た

こ
と
や
、
学
校
に
満
足
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
か
ら
、

保
護
者
の
学
校
へ
の
信
頼
感
も
高
ま
っ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
学
校
説
明
会
に
参
加
し
、
中
学
生
の
保
護
者
に
同

校
の
よ
さ
を
伝
え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
倉
敷
で
生
ま
れ
、
育
ち
、
学
び
、
地
域
に
貢
献

す
る
人
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
最
大
の

目
標
で
す
。
本
校
で
は
そ
れ
を
、『
学
び
の
地
産
地
消
』

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
本
校
が
地
域
の
人
々
を
つ
な
ぐ

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
倉
敷
と
い
う
立
地
を
生
か
し
て
、
学
校

の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、
生
徒
や

保
護
者
と
と
も
に
追
究
し
て
い
き
ま
す
」（
井
上
先
生
）

指導変革の 岡山県・私立倉敷高校軌跡

変
革
の
　
　
　
・

成
果

展
望

子
ど
も
の
成
長
を
実
感
し
た

保
護
者
が
、
学
校
の
応
援
団
に

県
内
の
12
大
学
・
短
期
大
学
と
連
携
し
、

「
高
大
接
続
３
＋
４
」
を
推
進

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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